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平
成
27
年
度
の
事
業
概
況

第51回 通常総代会開催
　第51回通常総代会は、6月21日㈫午前10時00分より本所講堂において、
総代98名（内10名が委任出席）の出席と多数の来賓の方々また、各関係機
関代表者のご臨席のもとに開催されました。
　冒頭、五十嵐組合長が挨拶を行い、続いて来賓として吉村美栄子山形県
知事（齋藤稔　山形県庄内総合支庁長代読）、丸山至酒田市長、時田博機遊
佐町長、山口祐治農林中央金庫山形支店長がそれぞれ祝辞を述べられました。
　次に、豊浦地区の志田正氏が議長に選出され、第１号議案の平成27年度
事業報告及び損失処理案の承認に関する件、第２号議案の平成28年度事業
計画の設定に関する件、第３号議案の平成28年度における借入金の最高限
度に関する件から第6号議案の平成28年度における役員報酬の支給に関す
る件まで、６議案が審議され、いずれも可決承認されました。

　

平
成
27
年
度
の
国
内
経

済
は
、
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
を
柱
と
す

る
政
策
の
効
果
に
よ
り
比

較
的
堅
調
な
雇
用
・
所
得

情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

中
国
を
始
め
と
す
る
新
興

国
経
済
の
景
気
減
速
の
影

響
等
か
ら
、
個
人
消
費
の

弱
含
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
漁
業
情
勢

は
、
水
産
物
消
費
の
低
迷
、

漁
業
就
業
者
の
減
少
と
高

齢
化
等
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
10
月
5

日
に
は
、
Т
Ｐ
Ｐ
交
渉
が

大
筋
合
意
に
至
り
、
そ
の

影
響
を
乗
り
越
え
る
強
い

水
産
業
づ
く
り
に
向
け
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
く
漁
業
構
造
改
革

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
の

本
県
漁
業
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
定
置
網
漁
の
好
漁

と
中
型
い
か
つ
り
漁
船
の

入
港
増
等
に
よ
り
総
水
揚

げ
金
額
は
7
年
ぶ
り
の

30
億
円
台
と
な
り
ま
し
た

が
、
沿
岸
漁
業
は
総
じ
て

低
調
に
推
移
し
、
手
放
し

で
は
喜
べ
な
い
状
況
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
漁
協
経

営
収
支
に
つ
い
て
は
、
水

揚
高
が
計
画
額
を
大
き
く

上
回
り
販
売
事
業
が
増
益

に
な
っ
た
反
面
、
他
の
経

済
事
業
が
水
揚
高
に
比
例

せ
ず
厳
し
い
結
果
と
な

り
、
事
業
総
利
益
は
前
年

比
3
百
万
円
の
減
、
計
画

比
で
も
4
百
万
円
の
減
の

4
億
48
百
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
事
業
管
理
費
に

つ
い
て
は
、
人
件
費
の
抑

制
と
今
決
算
期
か
ら
の
退

職
給
付
費
用
の
減
少
、
さ

ら
に
は
減
価
償
却
費
の
減

少
も
影
響
し
、
前
年
比

36
百
万
円
の
減
、
計
画
比

で
も
13
百
万
円
の
減
の

3
億
96
百
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
事
業
利
益

は
52
百
万
円
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
当
期
剰
余

金
段
階
で
は
、
前
年
比

35
百
万
円
の
増
、
計
画
比

14
百
万
円
の
増
の
69
百
万

円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

①
信
用
事
業

　
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
中
期
事
業
推
進
方
策
に
基
づ
き
、

「
系
統
利
用
率
向
上
等
に
よ
る
貯
金
量
の
確
保
」、「
家
計

メ
イ
ン
口
座
化
推
進
に
向
け
た
利
便
性
の
向
上
」、「
指

導
金
融
機
能
の
強
化
」
の
た
め
の
具
体
的
な
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

貯
金
業
務
に
つ
い
て
は
、「
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

等
の
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
個
人
貯
金
残
高
の
維
持
・

確
保
を
図
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
年
度
末
残
高
は

50
億
29
百
万
円
（
平
均
残
高
は
50
億
24
百
万
円
）
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
貸
出
業
務
に
つ
い
て
は
、
制
度
資
金
の
償
還

期
限
の
延
長
等
の
条
件
緩
和
に
よ
り
漁
業
近
代
化
資
金

の
需
要
が
増
加
し
、
貸
出
金
残
高
は
7
億
11
百
万
円
の

実
績
と
な
り
、
貯
貸
率
は
14
・
1
％
と
な
り
前
年
比
２
・

７
㌽
上
昇
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
信
用
事
業
総
利
益
は
33
百
万
円
と
な
り
、

前
年
比
ほ
ぼ
同
額
で
し
た
が
、
計
画
比
で
は
4
百
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

②
共
済
事
業

　
「
浜
の
未
来
へ
大
き
な
架
け
橋　

新
3
ヵ
年
」
の
2
年

度
目
と
し
て
、そ
の
活
動
基
本
方
針
で
も
あ
る
①「
安
心
」

と
「
納
得
」
の
い
く
保
障
提
供
②
万
全
な
共
済
事
業
実

施
体
制
の
確
立
③
活
力
あ
る
漁
村
・
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
支
援
を
柱
と
し
て
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
長
期
共
済
新
規
契
約
高
は
「
チ
ョ
コ
ー
」

が
13
億
10
百
万
円
（
計
画
比
1
0
0
・
8
%
）、「
く
ら
し
」

が
1
億
8
百
万
円
（
計
画
比
81
・
8
%
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
総
体
的
に
は
保
有
率
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
長
期
共
済
に
つ
い
て
計
画
達
成
が
年

度
末
に
偏
っ
た
こ
と
等
が
影
響
し
、
共
済
事
業
総
利
益

は
12
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比
91
・
9
％
の
実
績
率
、

計
画
比
84
・
7
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

　

本
年
度
の
原
油
市
場
（
Ｗ
Т
I
）
の
動
静
に
つ
い
て
は
、

世
界
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
2
0
1
4
年
以
降
供
給
過
剰

が
続
い
て
お
り
、
一
時
37
・
75
ド
ル
の
安
値
を
付
け
ま
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し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
度
後
半
に
入
り
生
産
コ
ス
ト
割
れ

し
た
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
中
小
石
油
企
業
が
撤
退
を
始
め
て

い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
Ｗ
Т
I
は
や
や
値
を
戻
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
組
合
の
主
要
取
扱
品
目
で
あ
る
Ａ
重
油
の
供

給
数
量
は
、
酒
田
北
港
工
事
船
へ
の
供
給
が
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
が
、
中
型
い
か
釣
船
の
入
港
隻
数
増
と
新
規

員
外
へ
の
供
給
が
増
加
し
前
年
比
101
・
7
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
灯
油
に
つ
い
て
は
、
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
前

年
比
93
・
2
％
の
実
績
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

石
油
類
全
体
で
の
供
給
数
量
は
、
前
年
比
ほ
ぼ
同
水
準
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

魚
箱
類
に
つ
い
て
は
、
生
い
か
漁
が
不
振
と
な
り
9
・

1
万
㌜
減
少
し
た
こ
と
が
主
因
と
な
り
、
魚
箱
類
全
体
で

は
前
年
比
90
・
1
%
の
実
績
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
資
材
類
に
つ
い
て
は
、
漁
網
綱
類
の
一
括

購
入
、
購
買
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
や
、
制
度
資
金
条
件

緩
和
に
よ
る
設
備
投
資
事
業
の
購
買
扱
い
等
に
よ
り
取
扱
高

は
大
幅
に
増
加
し
、
前
年
比
226
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
購
買
事
業
総
利
益
は
1
億
83
百
万
円
と

な
り
、
前
年
比
・
計
画
比
と
も
に
100
・
3
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

④
販
売
事
業

　

本
年
度
の
販
売
事
業
は
、
総
水
揚
金
額
30
億
4
百
万
円

と
な
り
、
2
億
92
百
万
円
増
、
計
画
比
で
は
4
億
54
百
万

円
増
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
定
置
網
漁
業
が

秋
さ
け
漁
の
豊
漁
に
よ
り
前
年
比
1
億
15
百
万
円
増
（
160

％
）、
船
凍
い
か
釣
漁
業
が
漁
期
後
半
に
か
け
て
日
本
海

側
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
入
港
隻
数
が
増
加
し
、

前
年
比
2
億
32
百
万
円
増
（
153
％
）
等
が
大
き
く
影
響
し
、

7
年
ぶ
り
の
30
億
円
台
の
水
揚
げ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
期
待
さ
れ
た
小
型
い
か
釣
漁
業
は
、
盛
漁
期
に

漁
獲
量
が
薄
く
、
前
年
比
8
万
ケ
ー
ス
減
の
2
億
34
百
万

円
（
79
％
）
に
と
ど
ま
り
、
他
の
経
済
事
業
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
底
曳
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
場
環
境
の
変
化

か
ら
か
低
調
に
推
移
し
、
水
揚
金
額
は
前
年
比
ほ
ぼ
同
水

準
の
9
億
8
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
漁
業
で

は
、
は
え
な
わ
漁
業
が
前
年
比
11
百
万
円
増
（
105
％
）
の

2
億
36
百
万
円
、
採
介
藻
漁
業
が
前
年
比
21
百
万
円
増

（
110
％
）
の
2
億
37
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
販
売
事
業
総
利
益
は

1
億
41
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比
16
百
万
円
増
、
計
画
比

8
百
万
円
増
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　

工
場
生
産
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員
に

対
す
る
安
定
供
給
を
優
先
し
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
期

待
さ
れ
た
小
型
い
か
釣
漁
業
へ
の
氷
供
給
は
大
幅
に
減

少
し
、
前
年
比
51
％
の
供
給
数
量
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
漁
業
へ
の
氷
供
給
も
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

供
給
数
量
で
前
年
比
89
・
5
％
の
4
万
8
千
本
、
供
給
高

で
は
前
年
比
88
・
7
%
の
86
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
施
設
の
計
画
的
な
保
守
管
理
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
る
修
繕
費
の
減
少
や
、
経
費
の
減
少
に
よ
り
、
最

終
的
に
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業
総
利
益
は
35
百
万
円
と
な
り
、

前
年
対
比
88
・
0
％
の
実
績
率
、
計
画
比
87
・
2
％
の
達

成
率
と
な
り
ま
し
た
。

⑥
加
工
事
業

　

近
年
続
く
国
産
ス
ル
メ
イ
カ
の
減
産
に
起
因
す
る
イ
カ

原
料
の
全
般
的
な
価
格
高
、
ま
た
、
加
工
製
品
の
売
上
の

主
軸
で
あ
る
学
校
給
食
関
係
で
は
、
原
料
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
・

マ
ス
の
漁
獲
量
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
工
製
造

業
向
け
原
料
販
売
に
つ
い
て
も
、
価
格
高
が
影
響
し
販
売

が
不
調
で
推
移
し
著
し
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

反
面
、土
産
店
向
け
商
品
が
堅
調
に
推
移
し
、特
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
商
品
」
が
好
調
で
あ
り
ま
し
た
。

　

加
工
事
業
総
利
益
は
前
年
比
15
百
万
円
減
（
37
・

8
%
）
の
9
，
3
1
2
千
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
（
そ
の
他
の
取
組
み
）

　

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
と
し
て
の
「
県
漁
協
直
営 

庄
内
海

丸
」
を
、
平
成
28
年
3
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
山
形
市

民
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
店
内
で
の

販
売
内
容
は
、
鮮
魚
（
熟
成
魚
の
刺
身
等
）・
加
工
品
（
店

内
製
造
干
物
・
加
工
場
製
造
惣
菜
）・「
浜
の
か
あ
ち
ゃ
ん

製
造
」
の
惣
菜
委
託
販
売
の
3
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
予
想
以
上
の
売
れ
行
き
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

⑦
指
導
事
業

　

資
源
回
復
計
画
推
進
事
業
を
継
続
し
て
展
開
し
、
小
型

魚
の
保
護
及
び
資
源
回
復
並
び
に
各
種
種
苗
の
中
間
育
成

及
び
稚
魚
・
稚
貝
の
放
流
を
実
施
し
、
資
源
の
培
養
と
繁

殖
保
護
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
壮
年
部
連
絡
協
議
会
、
女
性
部
、
漁
業
士
会
、

沿
岸
青
年
漁
友
会
の
事
業
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
漁

村
の
活
性
化
と
漁
業
者
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
策
定
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
省
燃
油
活
動
の

導
入
な
ど
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
関
連
予

算
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
27
年
度
補
正
予
算
で
は
、
水
産
業

競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
対
策
事
業
が
成
立
し
、
地
域

別
説
明
会
や
漁
業
団
体
別
の
説
明
会
の
開
催
に
努
め
ま
し
た
。

　

 

平
成
28
年
1
月
に
発
生
し
た
酒
田
北
港
沖
の
貨
物
船

C
I
T
Y
号
座
礁
沈
没
事
故
に
関
し
て
は
、
県
、
海
上
保

安
部
、
船
主
と
連
絡
を
取
り
対
応
に
当
り
ま
し
た
。

　

新
規
漁
業
者
育
成
事
業
関
係
で
は
、
国
に
よ
る
長
期
研

修（
雇
用
型
研
修
）で
3
名
を
受
け
入
れ
、
そ
の
後
2
名
が

就
業
し
1
名
は
研
修
を
継
続
中
で
す
。
ま
た
、
就
業
準
備

研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
国
・
県
の
事
業
に
よ
り
6
名
の

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
3
名
の
就
業
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

臨
時
総
会
開
催

　

第
51
事
業
年
度
通
常
総

代
会
終
了
後
に
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
五
十

嵐
組
合
長
が
挨
拶
を
行
っ

た
後
、
議
長
に
は
総
代
会

に
引
き
続
き
豊
浦
地
区
の

志
田　

正
氏
を
選
任
し
、

総
代
の
各
地
区
定
数
の
変

更
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

● 公共料金の口座振替は漁協で！
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理
事
会
情
報

平
成
28
年
度　

第
2
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
28
年
5
月
31
日
㈫

場　

所
：
本
所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

平
成
27
年
度
期
末
監
事
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

２　

平
成
27
年
度
貸
借
対
照
表
･
損
益
計
算
書
及
び

注
記
表
並
び
に
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

３　

第
51
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に
つ

い
て

４　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

５　

平
成
28
年
度
臨
時
総
会
に
つ
い
て

６　

理
事
の
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
貸
付
金
の

審
議
に
つ
い
て

７　

平
成
28
年
度
資
金
運
用
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

８　

平
成
28
年
度
栽
培
漁
業
地
域
展
開
促
進
事
業
実

施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

９　

平
成
27
年
度
全
漁
連
期
末
監
査
の
改
善
指
示
書

に
つ
い
て

10　

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
推
薦
に
つ
い
て

11　

2
0
1
6
年
度
熊
本
地
震
J
F
グ
ル
ー
プ
支
援

資
金
及
び
庄
内
浜
の
魚
消
費
拡
大
総
合
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
本
部
負
担
金
の
納
入
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
減
損
損
失
の
兆
候
に
つ

い
て

２　

平
成
27
年
度
自
己
資
本
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

３　

石
油
製
品
の
価
格
改
定
に
つ
い
て

４　

貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

５　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
及
び
減
資
に
つ
い
て

６　

そ
の
他 

に
つ
い
て

平成27年度 山形県漁協水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

船凍県内中型船 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所
船凍県外中型船 50t以上 第85若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協

底曳網
ほか

15～20t 第28廣德丸 池田亀五郎 さかた総合市場

10～15t
第58海瑞丸 本間　昭志 豊 浦 支 所
羽 前 丸 五十嵐容子 念珠関総括支所
萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所

5～10t
第 2漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
第 2千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所
第31要福丸 澤口　　勉 吹 浦 支 所

5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

はえ縄・
一本釣     　
刺網ほか

3t以上 剛 雄 丸 鈴木　剛太 温海出張所

1～3t

海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
第 8長寿丸 鈴木　重作 豊 浦 支 所
龍 鵬 丸 剱持　　浩 念珠関総括支所
千 修 丸 本間　和憲 温海出張所
大 進 丸 栗田　義和 念珠関総括支所

定置網 第11仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 豊 浦 支 所

採介藻
ほか 1t未満

幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所
あ い 丸 佐藤　義男 由良総括支所

鮮いか県内船 10～20t 第21清栄丸 大場清一郎 由良総括支所

平成27年度　鶴岡市水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等
沖　合 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所

底曳網

10t以上
第58海瑞丸 本間　昭志 豊 浦 支 所
羽 前 丸 五十嵐容子 念珠関総括支所
萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所

5～10t
第 2千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所
清 徳 丸 佐藤　清紀 念珠関総括支所

5t未満
弥 恵 丸 佐藤　正美 温海出張所
伝 栄 丸 齋藤　和男 加茂出張所

沿　岸

3t以上 剛 雄 丸 鈴木　剛太 温海出張所

3t未満
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
第 8長寿丸 鈴木　重作 豊 浦 支 所
龍 鵬 丸 剱持　　浩 念珠関総括支所

定置網 第11仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 豊 浦 支 所

磯　見 1t未満
幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所
あ い 丸 佐藤　義男 由良総括支所

いか市内船 10～20t 第21清栄丸 大場清一郎 由良総括支所

平成27年度 水揚優秀船漁撈長表彰
表彰基準 表彰者名 船　　名

県内船 佐藤長悦郎 第38正徳丸
齋藤　梅三 第81白山丸

県外船 本間　　健 第85若潮丸

平成27年度 酒田市水揚優秀船表彰
区分 漁業種類 船　　名 船主名 所属支所等

県内

船凍いか釣 30t以上 第81白山丸 ㈲白山丸水産 さかた総合市場

底曳網
5t以上 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

いか釣
5～30t 第18睦　丸 池田　敏行 さかた総合市場

5t未満
勝 栄 丸 讃岐　　守 飛 島 支 所
第３永徳丸 渡部　重春 飛 島 支 所

地 先
3～5 t

宝 洋 丸 進藤　十二 さかた総合市場
金 毘 羅 丸 讃岐　利行 飛 島 支 所

3t未満
第 5多喜丸 渡部　伸二 さかた総合市場
第 3七宝丸 池田　富生 飛 島 支 所

磯 見 寿 和 丸 渡部　和夫 飛 島 支 所

平成27年度
水揚表彰

● 年金のお受取りは漁協で！
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水
産
関
係
団
体
　
平
成
27
年
度
　
事
業
の
概
要

全国広域漁船保険組合 山形県支所
　平成27年度漁船保険事業概要は、普通保険（普通損害保険および満期保険）の引受では、加入隻数が
667隻（前年同期比97.4%）で18隻減少したものの、保険金額は48億円（同101.2%）と６千万円の増額と
なりました。純保険料は、7,359万円（同103.2%）で、231万円の増加となりました。
　普通保険事故の件数では、６件減少の110件（同94.8%）となり、支払保険金においても3,089万円（同
79.0%）と減少しました。損害率（支払保険金÷純保険料×100）は、42.0%でした。
　その他については下表のとおりです。

表１　普通保険地区別加入実績及び支払実績
支 所 名 在籍漁船 加入漁船 保険金額 純保険料 事故件数 支払保険金 損害率 事故率

念 珠 関 169 149 831,080 14,231,127 17 4,039,739 28.4 11.4 
温 海 55 53 159,350 2,834,867 7 1,353,669 47.8 13.2 
豊 浦 83 78 431,900 7,912,498 11 4,563,600 57.7 14.1 
由 良 74 67 349,210 7,201,642 17 4,797,738 66.6 25.4 
加 茂 66 52 167,610 3,458,915 3 1,582,310 45.7 5.8 
さかた総合 118 112 1,015,570 22,289,255 38 11,319,984 50.8 33.9 
吹 浦 56 46 154,590 3,088,062 3 302,202 9.8 6.5 
飛 島 132 107 424,400 8,863,242 14 2,940,398 33.2 13.1 
そ の 他 5 3 1,273,000 3,710,600 0 0 0.0 0.0 
合 計 758 667 4,806,710 73,590,208 110 30,899,640 42.0% 16.5%
前 年 同 期 790 685 4,749,490 71,289,317 116 39,094,549 54.8% 16.9%
前年同期比（％） 95.9% 97.4% 101.2% 103.2% 94.8% 79.0% 76.6% 97.6%
＊在籍漁船には山形県漁業協同組合所有船「第５ちとせ丸」を含む

表２　漁船船主責任保険等加入実績と保険金支払状況

種　　　類
本年度契約金額 支払保険金

種　　　　類
本年度契約金額 支払保険金

隻数 金額（千円） 件数 金額（円） 隻数 金額（千円） 件数 金額（円）

漁船船主
責任保険

基本損害 656 309,000,000 2 150,730 漁船乗組船主保険 478 398,500 0 0 

乗客損害 89 34,280,000 0 0 漁 船 積 荷 保 険 4 180,000 0 0 

人命損害 73 224,500 0 0 プレジャーボート責任保険 116 14,710,000 4 1,281,873 

隻 隻 ％ ％千円 円円 件

平成27年度 　無事故漁船所有者等表彰
水 産 庁 長 官 表 彰 	 念珠関総括支所	 大洋丸	 佐　藤　太　助

漁船保険中央会会長表彰 	 念珠関総括支所	 大進丸	 栗　田　義　和
　　　　　　　　　　　　	 豊浦支所	 第二十八長寿丸	 鈴　木　重　作
　　　　　　　　　　　　	 さかた総合市場	 漁吉丸	 阿　部　清　浩
　　　　　　　　　　　　	飛島支所	 第二十八宝運丸	 進　藤　優　一

● メインバンクはJFマリンバンクを！
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全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
及
び

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合
役
員
と

運
営
委
員
に
つ
い
て

　

６
月
23
日
開
催
の
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

第
11
回
通
常
総
代
会
、
同
24
日
開
催
の
全
国
漁

業
共
済
組
合
連
合
会
第
83
回
通
常
総
会
に
お
い

て
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
任
期
〉	

平
成
31
年
通
常
総
会
･
総
代
会
終
了
時
ま
で

全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会

　

監　

事　
　

五
十
嵐　

安　

哉
（
新
任
）

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

　

理　

事　
　

五
十
嵐　

安　

哉
（
重
任
）

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

山
形
県
漁
業
共
済
事
業
運
営
委
員

〈
任
期
〉

平
成
31
年
6
月
通
常
総
代
会
終
了
時
ま
で

　

運
営
委
員
長

　
　
　
　

五
十
嵐　

安　

哉
（
重
任
）（
所
長
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

本　

間　

昭　

志
（
重
任
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

佐　

藤　

峯　

男
（
重
任
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

伊　

原　

光　

臣
（
重
任
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

池　

田　

亀
五
郎
（
重
任
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

佐　

藤　

清
八
郎
（
重
任
）

　

運
営
委
員

　
　
　
　

斎　

藤　
　
　

厚
（
重
任
）

　

本
県
の
平
成
27
年
度
の
水
揚
高
は
30
億
4
百
万
円
と

な
り
、
前
年
度
対
比
で
2
億
9
千
2
百
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
10
月
以
降
の
県
内
･
県
外
船
凍
い
か
釣

漁
業
、
並
び
に
定
置
網
漁
業
の
水
揚
げ
増
加
が
主
な
要

因
で
す
が
反
面
、
県
内
に
お
け
る
漁
船
漁
業
全
般
に
お

い
て
は
総
じ
て
水
揚
高
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
い

か
一
本
釣
漁
業
、
刺
網
漁
業
及
び
ご
ち
網
漁
業
は
水
揚

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
常
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
漁
業
者
の
高
齢
化
、
魚
価
安
と
燃
油
価
格
の
高

止
ま
り
状
況
、
更
に
は
T
P
P
交
渉
合
意
問
題
も
相
ま

っ
て
漁
業
経
営
を
一
段
と
厳
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
漁
業
環
境
に
あ
っ
て
、
本
年
が
2
年
目
と

な
る
普
及
推
進
全
国
運
動
「
し
っ
か
り
加
入
で
安
心
経

営
」、
こ
れ
か
ら
も
「
ぎ
ょ
さ
い
」
と
「
ぷ
ら
す
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
併
せ
て
「
資
源
管
理
･
収
入
安
定
対
策

事
業
」
を
説
明
し
な
が
ら
未
加
入
船
を
中
心
に
推
進
運

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
鶴
岡
市
、
酒
田
市
、
遊
佐
町
の
小
型
合

併
漁
船
6
隻
の
新
規
加
入
と
、
漁
獲
共
済
で
7
隻
の
契

約
割
合
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度
同
期
比
で

の
漁
獲
共
済
の
加
入
件
数
は
2
4
5
件
と
1
件
減
少
と

な
り
ま
し
た
が
、
共
済
金
額
に
お
い
て
は
若
干
の
増
額

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
漁
業
環
境
、
経
営
環
境
の
悪
化
が
「
ぎ

ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
」
に
そ
の
役
割
と
期
待
が
背
景

に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
漁
業
者
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全国合同漁業共済組合 山形県事務所

ぎ
ょ
さ
い
加
入
で

安
心
経
営

☆
水
産
庁
長
官
賞
《
７
年
間
無
事
故
者
》

第
28
宝
運
丸

　
進
藤
　
優
一 

殿
（
飛
　
島
）

☆
漁
済
連
会
長
賞
《
５
年
間
無
事
故
者
》

廣　

栄　

丸

　
栄
田
　
修
一 

殿
（
吹
　
浦
）

第
８
長
宝
丸

　
佐
藤
　
　
昭 

殿
（
由
　
良
）

欽　

幸　

丸

　
佐
藤
　
欽
也 

殿
（
由
　
良
）

千　

修　

丸

　
本
間
　
和
憲 

殿
（
温
　
海
）

邦　

栄　

丸

　
富
樫
　
邦
男 

殿
（
念
珠
関
）

龍　

鵬　

丸

　
剱
持
　
　
浩 

殿
（
念
珠
関
）

平成28年度 漁業共済優績者表彰

● 公共料金の口座振替は漁協で！
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Ｊ
Ｆ
共
済
は
平
成
二
十
七
年

度
「
浜
の
未
来
へ
大
き
な
架
け

橋　

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画

（
平
成
二
十
六
年
～
平
成
二
十

八
年
）」
の
中
間
年
度
と
し
て
、

本
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
・
Ｊ

Ｆ
や
ま
が
た
と
一
体
と
な
っ
て

共
済
事
業
目
標
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

本
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

は
、
共
済
事
業
に
お
け
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

と
普
及
推
進
並
び
に
、
実
務
研

修
実
施
等
に
よ
り
体
制
強
化
に

努
め
、「
提
案
型
推
進
の
促
進
」

「
恒
常
・
集
中
推
進
へ
の
支
援
」

「
担
当
者
研
修
・
広
報
活
動
の

強
化
」
な
ど
重
要
諸
施
策
を
積

極
的
に
実
施
致
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
「
浜
の
絆
で
が
ん
ば
っ

ぺ
東
北
！
Ｊ
Ｆ
共
済
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
！
」
も
行
い
、
事
業
量
目

標
の
早
期
達
成
に
向
け
た
チ
ョ

コ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
致

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
共
済
の
基
幹
種
目
で
あ

る
生
命
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」
は
、

純
新
規
目
標
及
び
同
額
転
換
契

約
実
績
を
含
む
新
規
保
障
目
標

と
も
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
一
方
、
建
物
共
済
「
く

ら
し
」
で
は
前
年
度
実
績
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら

目
標
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
厳
し

い
漁
業
・
事
業
環
境
の
な
か
、

共
済
加
入
等
に
ご
協
力
頂
い
た

皆
様
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
組
合
員
・

地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や

信
頼
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
、

Ｊ
Ｆ
や
ま
が
た
と
一
体
と
な
っ

て
「
ふ
れ
あ
い
型
」
推
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店
☆JF共済　平成27年度加入状況

共　済　種　類
実　　績 保　　有

件数 共済金額 件数 共済金額

長
期
共
済

チョコー
新　規

159
136,410 1,332 818,150

純新規 100,210 ― ―
く ら し 21 19,250 250 264,250

年　金
新　規 4 18

515 2,603
増　額 12 33

短
期

ノリコー 343 127,900 ― ―
カ サ イ 443 662,829 ― ―

☆平成27年度共済金支払状況
普通厚生共済（チョコー）

満 期・ 給 付 金 138 件 24,060 万円
死 亡 7 2,114
入 院・ 通 院 他 120 1,141

計 265 27,315

生活総合共済（くらし）
満期 26 件 1,949 万円
事故 9 204
計 35 2,153

乗組員厚生共済（ノリコー）
満期 0 件 0 万円

事故 5 15

計 5 15

火災共済（カサイ）
4 件 4,564 万円

団体信用厚生共済（ダンシン）
0 件 0 万円

漁業者老齢福祉共済（ねんきん）
年金 250 件 4,981 万円
死亡 0 0
計 250 4,981

（単位：件、万円）

～JF共済３か年計画～
（平成26～28年度）

「浜の未来へ大きな架け橋」

がんばろう漁村　浜の応援団

気がつけばいつも　JF共済

我ら海の子　元気な共済

● 年金のお受取りは漁協で！
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「海の羽根」募金にご協力をお願します。
　山形県海と渚環境美化推進協会では、7月1日から7月31日ま
で、海の環境美化を目的とした「海の羽根」募金を実施します。
募金場所は、市役所、町役場、県庄内総合支庁、県漁協などで
す。豊かな山形県の海を守るため、皆様からの御協力をよろし
くお願いします。また、ボランティアで海の清掃活動などを行
う団体（企業は対象外）に対して、助成を行っています。本年、
９月に開催される「第36回全国豊かな海づくり大会」に向けて、
海と渚のクリーンアップに取り組んでみませんか？ 

県庄内総合支庁　水産振興課内
海と渚環境美化推進協会事務局

お問い合わせ先

TEL 0234-24-6041
（担当：今野・三浦）

山形県漁業信用基金協会

区　　　　分
前年度末保証残高 保　証　額 償　還　額 代　弁　額 本年度保証残高
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

近代化資金 31 155,061 12 169,980 5 48,398 0 0 38 276,643

一
般
資
金

金 融 公 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一 般 緊 急 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
借 替 緊 急 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他一般資金 102 198,221 30 81,290 18 67,720 0 0 114 211,791
小 計 102 198,221 30 81,290 18 67,720 0 0 114 211,791

計 133 353,282 42 251,270 23 116,118 0 0 152 488,434

（金額単位：千円）

⑴ 会員と出資金
　会員数は、前年度末より変動はなく、本年度末会員
数は69名であります。
　また、出資金についても前年度末より変動はなく、本
年度末出資総額は667,300千円であります。

⑵ 保証業務
　年間保証額は、42件251,270千円（うち漁協生活ロー
ン17件15,400千円）となり、その結果、本年度末保証残
高は152件488,434千円となりました。前年度末対比では、
件数では19件、保証残高では133,152千円増加しており
ます。
　なお、資金種類別の保証状況は下表のとおりです。

⑶ 代位弁済と求償権
　代位弁済事故防止に努めた結果、本年度は発生しま
せんでした。
　一方、回収にあたっては、極めて厳しい情勢の中で
積極的な回収努力と支払協力による回収で7,064千円（目
途額7,307千円、達成率96％）の回収を図ることができ
ました。その結果、本年度末求償権残高は、18名146件
1,262,499千円となりました。

　今後とも、債務者ならびに関係機関のご協力をいた
だきながら回収を図りたいと考えております。

⑷ 収　支
　収入については、金融市場を取り巻く環境は依然厳
しい中、基金等の運用資金を有効活用し、運用益の確
保に努めた結果、収益合計122,011千円となりました。
　一方、支出については、費用合計14,434千円となり、
当期利益107,577千円計上した結果、未処分剰余金処分
後の次期繰越欠損金は186千円となりました。
　今後も経営改善計画に沿って事業を展開し、経費削
減を行い、関係機関と協議しながら、繰越欠損金解消
に努めて参りたいと考えております。

⑸ 役員の異動
　就任（平成28年６月21日）
　　理　事　秋葉　弘毅　　代表監事　渡邊　雅彦
　退任（平成28年３月31日）
　　理　事　白崎　好行　　代表監事　佐藤　　毅

＜人事異動＞　昇格（平成28年５月17日付）
　　　　　　　佐藤　和彦　参　事【総務課長】

● メインバンクはＪＦマリンバンクを！
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○
第
三
十
六
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
開

催
ま
で
五
十
日
を
切
り
、
本
大
会
の
成
功
に

向
け
た
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
又
、
大
会
開
催
を
契
機

と
し
た
本
県
水
産
業
の
振
興
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
も
同
時
に
検
討
が
な
さ
れ

て
お
り
、
庄
内
浜
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

そ
の
効
果
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

○
山
形
県
船
友
漁
撈
長
会
の
出
航
式
（
中
型
い

か
釣
船
団
）
が
六
月
十
一
日
、
酒
田
港
袖
岡

埠
頭
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
海
づ
く

り
大
会
の
プ
レ
行
事
と
し
て
例
年
よ
り
規
模

を
拡
大
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
船

の
航
海
の
安
全
と
大
漁
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

○
今
年
も
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

七
月
は
年
初
に
立
て
た
目
標
の
進
捗
状
況
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
既
に
目
標
を
達
成
し
た
人
、
目
標

半
ば
の
人
、
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
目

標
半
ば
の
人
は
、
過
去
の
自
分
自
身
の
行
動

を
客
観
的
に
見
て
、
修
正
が
必
要
な
と
こ
ろ

は
修
正
を
行
い
、
年
末
に
良
い
一
年
だ
っ
た

と
言
え
る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○「
す
い
さ
ん
山
形
」は
組
合
員
皆
様
方
と
様
々

な
情
報
や
話
題
を
共
有
し
、
愛
さ
れ
る
広
報

誌
作
り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご

意
見
・
情
報
等
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
形
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
　
　

　
　
　
係
長
　
芝
田　

秀
樹

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳
吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

５月末迄水揚累計 344,480 15,742 11,957 93,609 28,163 59,024 37,382 17,231 81,372 

月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 178,585 13,219 13,856 38,889 12,805 29,052 21,679 4,951 44,134 

県 外 船 水 揚 83,813 0 0 80,579 0 1,720 0 0 1,514 

合 計 262,398 13,219 13,856 119,468 12,805 30,772 21,679 4,951 45,648 

前 年 同 月 水 揚 264,976 12,266 13,515 102,779 12,542 39,293 26,205 8,544 49,832 

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 482,337 28,961 25,813 95,583 40,968 88,011 59,061 22,182 121,758 

県 外 船 水 揚 124,541 0 0 117,494 0 1,785 0 0 5,262

合 計 606,878 28,961 25,813 213,077 40,968 89,796 59,061 22,182 127,020

前年度水揚累計 624,716 25,233 29,239 201,047 44,764 102,389 65,430 22,555 134,059 

増 減 -17,838 3,728 -3,426 12,030 -3,796 -12,593 -6,369 -373 -7,039 

水　揚　情　報平成28年6月30日現在 （単位：千円）

編

集
後

記

今あがっている魚　ー 6月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 104,285 → １ す る め い か 244,164 →
２ た い 21,056 → ２ べ に ず わ い 52,980 →
３ ほっこくあかえび 10,625 → ３ ぶり・ い な だ 47,815 →
４ か き 貝 8,276 → ４ た い 23,983 →
５ も ず く 7,739 → ５ か き 貝 19,212 →
６ 口 細 7,435 → ６ も ず く 15,954 →
７ べ に ず わ い 7,115 → ７ ほっこくあかえび 12,988 →
８ ひ ら め 6,073 → ８ 口 細 9,316 →
９ つ ば い 5,374 → ９ ひ ら め 8,784 →
10 あ わ び 5,324 → 10 ま ぐ ろ 類 8,753 →

● 公共料金の口座振替は漁協で！



での募金活動を実施しており、自動販売機の売上げ
の一部を東日本大震災の復興支援及び全国豊かな海
づくり大会の放流行事支援のため、毎年寄附を行っ
ています。
　「海を守る運動
推進委員会」の依
頼を受けた県漁
協代表理事組合
長から知事へ寄
附金の目録が手
渡され、知事より
感謝の言葉が述
べられました。

100日前カウントダウンボード点灯式と
海を守る運動推進委員会からの寄附金の贈呈式

編集・発行／山形県漁業協同組合 　酒田市船場町二丁目２番１号
�　　　　　　代表理事組合長　五十嵐　安哉
　　　　　　☎ 0234－24－5611　FAX 0234－22－6455
　　　　　　http://www.kengyokyo.or.jp/329／平成28年７月号

広報誌

　9月10日㈯～11日㈰に開催する、本県での全国豊
かな海づくり大会の100日前に合わせ、いよいよ間近
に迫った「全国豊かな海づくり大会」の開催について、
広く県民に知っていただくとともに、更なる機運の盛
り上がりを図るため、6月2日㈭にカウントダウンボ
ード点灯式を県庁ロビーにおいて行いました。
　豊かな森や川が豊かな海をつくること、大会開催を
契機に、きれいで豊かな山形の海をこれからもみんな
で守っていく大会にしたいと、知事からあいさつがあ
りました。
　知事、県漁協代表理事組合長、山形市内にある、さ
ゆり幼稚園の園児がセレモニーに出席し、点灯ボタン
を押すと、「大会まであと100日」と電光掲示されま
した。
　点灯式に引き続き、知事室において、海を守る運
動推進委員会からの寄附金の贈呈式が行われました。

「海を守る運動推進委員会（委員長：全国漁業協同組
合連合会会長）」では、「海を守る運動　自動販売機」

　今回の「がんばってます！」のコーナ
ーは、毎年漁協が行っているヒラメ中間
育成事業に欠かせない飼育員の方を紹
介します。
　今回紹介するのは、由良施設を担当頂
いている佐藤　善元（さとう　よしも
と）さんです。佐藤さんは平成19年か
ら由良施設を担当して頂いており、今年
10年目になる大ベテランです。
　ヒラメ中間育成は、例年7月に行い、
飼育期間は約20日間。飼育員はその間
毎日休みなく給餌や水槽回りの整備、死
んでしまったヒラメをすくったり、記録を残すのが仕事です。また、飼育前後にもポンプ整備の立会い、水
槽や資材の準備・清掃など、とにかく忙しく動いてもらっています。
　そして、苦労して中間育成されたヒラメは、旧鶴岡市・旧温海町に放流されます。毎年何事もなくヒラメ
を放流できるのは、飼育員さんの働きがあってこそです。ヒラメを水揚げした際は、飼育員さんの顔を思い
出してくださいね☆

庄内総合支庁全国豊かな海づくり大会推進課 総務主査　鈴木まどか

第36回 全国豊かな海づくり大会～やまがた～

がんばってます！がんばってます！


